
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（秋田県　平成25年度）
メニュー

①
メ

ニュー
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

交付金 その他

秋田
市

新あき
た農業
協同組
合

土地利用
型作物
（稲）

事業実施地区にお
ける一等米比率を
事業実施年度の前
7中5平均の値と比
べて14.1ポイント向
上

75.9％

（7中5平
均、H16
～22）

99.7％ 96.2％ 90.0％ 144.0% 　施設導入に
より、事業実
施地区の１等
米比率は
96.2％と事業
実施前に比べ
て20.3ポイント
向上し、目標
を6.2ポイント
上回った。

土地利
用型作
物（稲）

事業実施地区にお
ける高温耐性を有
する品種の作付割
合を5.0ポイント向

上

2.35％ 2.59％ 2.87％ 7.35％ 10.4% 　高温耐性品
種の作付割合
は、「ひとめぼ
れ」への作付
誘導を図った
結果、わずか
に増加傾向に
あるが、収量
性などの面か
ら伸び悩んで
おり、目標達
成には至らな
かった。

・ひとめぼれ
作付面積
17.5ha
・25年産米作
付面積
610.4ha

品質向上
物流合理
化施設

処理量：
3,000ｔ

162,472,800 77,368,000 25,789,000 59,315,800 H24.9.11 　事業実施地区は、当
ＪＡ管内において１等米
比率が常に低い地域で
あったが、施設整備に
より１等米比率が大幅
に向上し、当ＪＡ管内で
最も高い地区となった。
　高温耐性品種の作付
については、栽培に慣
れた「あきたこまち」か
ら「ひとめぼれ」への転
換が進まず、目標達成
出来なかったが、わず
かではあるが増加傾向
にあるので、引き続き
高温障害対策の必要
性やメリットを周知徹底
し、作付誘導を図って
いきたい。

   一等米比率の向上
については目標を達成
し、事業効果が現れて
いる。
   高温耐性品種の作
付割合については目標
を達成できなかった
が、目標達成に向け
て、引き続き、高温障
害回避による品質向上
効果などのメリットの周
知、展示ほ設置による
栽培技術の普及によ
り、法人や担い手等大
規模農家への作付誘
導を指導する。

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成22

年）

都道府県の評価

３年後（平
成25年）

事業実施後の状況②

成果目標の具
体的な実績②

事業実施主体の評価

都
道
府
県
費

市町村費

成果目標の具
体的な実績①

負担区分（円）

１年後
（平成23
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成果目標の具体的
な内容②

（対象作
物・畜種
等名）①

市町
村名

事業実
施主体

名

事業実施後の状況①

成果目標の具体的
な内容①

１年後
（平成23

年）

２年後（平
成24年） 達成率

計画時
（平成22

年）

３年後
（平成25

年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月
日

達成率

目標値
（平成25

年）

目標値
（平成25

年）

２年後
（平成24

年）

特別枠
加算の
取組の
具体的
な実績


